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要 旨：本稿は『日本書紀』声点本諸本の被訓注字に注記された声点について、声点注

記箇所・注記位置についての整理を行ったうえでその注記時期や差声方式等について検

討し、資料的性格を明らかにすることを目的とするものである。全 30 巻におよそ 330 箇

所ある被訓注字のほとんどに漢音声点（漢音四声を表す声点。基本的に韻書の四声と一

致する）が注記されている。それらの声点に関し、 (I) 諸本の声点注記の比較から被訓注

字の声点は同一系統と見られること、 (2) 韻書の四声に合致するものが大部分であるがご

く稀に韻書の四声と合致しない声点注記が存在すること、(3)例外となる声点には韻書の

四声との間で去声と上声、上声と去声の対応関係にあるものが多いこと、 (4) 岩崎本の東

点（平声軽点）注記例の存在から被訓注字に対する声点注記は六声体系の差成方式で始

まったであろうこと等を明らかにした。なお、漢風陰号に注記された声点についても、

一部を除くと漢音四声を反映する声点が注記されており、被訓注字の声点と同様の性質

をもつことを指摘した。以上の考察を踏まえ『日本書紀』声点本の成立過程を推定した。

[1] はじめに

『日本書紀』声点本の音読漢字（呉音読と漢音読とがある）を全体から見れば、

その多くは地名・人名で占められており、それらの大部分が呉音で読まれ、注記

されている声点も呉音の四声を示すものと考えられる。その中にあって被訓注字

の声点にはもっばら漢音の四声を表す声点が注記されている。現存する『日本書

紀』声点本諸本（神代巻・・・鴨脚本・弘安本・乾元本・嘉暦本・図書寮本・明徳本

・丹鶴本、人皇巻…岩崎本・前田本・図書寮本・北野本・熱田本・兼右本・内閣

文庫本）および『釈日本紀』の被訓注字の大部分に当たる 317 箇所 560 字（いずれ

も異なり数）に声点注記が見られる。また漢風謡号に注記された声点（『釈日本紀』

では系図中に見られる謡号の声点）にも漢音四声を注記したものがある。小論の

目的はこれら被訓注字および漢風謡号の声点について、諸本間の異同、韻書の四

声との比較、差声方式、声点の注記時期等の検討を通じ、その資料的性格を明ら

かにすることである。さらに『日本書紀』声点本という一群の声点注記資料がど

のようにして成立したのかについても考察を及ぼしたい。
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[2] 資料

〈表 l 〉「『日本書紀』神代巻諸本被訓注字一覧」〈表 2〉「『日本書紀』人皇巻諸

本被訓注字一覧Jは被訓注字の声点注記例の全てを巻別・表出順に掲げ、資料ご

とにいかなる声点注記がなされているかを一覧できるようにしたものであり、小

考の考察のための基本資料である。具体的には声点の有無・注記箇所・注記位置

・双点の有無・軽点の有無などの比較を行う。〈表 l〉は神代巻諸本として釈日本

紀・鴨脚本・弘安本・乾元本・嘉暦本・図書寮本・明徳本・丹鶴本を、〈表 2〉は

人皇巻諸本として釈日本紀・岩崎本・前田本・図書寮本・北野本・熱田本・兼右

本・内閣文庫本を調査対象とした。

諸本の簡略な書誌情報（書写年次・書写者・残存巻・所蔵等）を以下に記す。

〈神代巻諸本〉

〇鴨脚本（嘉禎本）……巻 2 のみ現存っ嘉禎 2 (1236) 年写。国学院大学附属図

書館蔵。

〇弘安本……巻 I • 2 が現存。 卜部兼方写。巻二に「弘安九年春比重加裏書了J

の奥書あり。文化庁蔵。

〇乾元本...…巻 I • 2 が現存。乾元 2 (1303) 年、 卜部兼夏写。天理図書館蔵。

〇図書寮本…巻二のみ現存。南北朝頃写。宮内庁書陵部蔵。

〇嘉暦本……巻 I • 2 が現存。嘉暦 3 (1328) 年、蜃春写。彰考館蔵。

0明徳本..…•巻 I • 2 が現存。明徳 2 (139]) 年写。阪本龍門文庫蔵。

〇丹鶴本..…•巻 I • 2 が現存。荒元 4 (1306) 年、神祇伯家本の書写本の模刻。

〈人皇巻諸本〉

0岩崎本…••巻 22 • 24 の 2 巻が現存する。平安中期末写。文化庁（京都国立博物

館）蔵。岩崎家、東洋文庫旧蔵。

0前田本・・・…巻 11 • 14 • 17 • 20 の 4 巻が現存する。平安後期写。前田育徳会尊

経閣文庫蔵。

〇図書寮本……巻 2 • 10 • 12~17 • 21~24 の 12 巻 (7 冊）が現存す る。ただし

巻］ 0 は声点注記がない。院政期写（巻 2 を除く）。宮内庁書陵部蔵。

0北野本……巻 3 ~13 • 15~30 の 28 巻 (28 冊）が現存する。ただし巻 I • 4 • 5 

• 7 • 8 • 15~21 は声点注記がない。残存巻は第一類～第五類に分類される。

第一類（巻 22~27) は院政時代写。第二類（巻 28~30) は鎌倉時代写。第三類（巻

4 • 5 • 7~10 • 12 • 13 • 15 • 17~21) は吉野時代写。第四類（巻 3 • 6 • 11) は室

町時代写。第五類（巻 16) ば江戸時代写。北野神社蔵。

〇熟田本……巻 1 ~10 • 12~15 の 14 巻が現存する。永和元 (1375)~3 (1377) 年、
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〈表 1 〉『日本書紀』神代巻諸本被訓注字の声点一覧
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—— ~• 0
:
 

o: 

1
『

0

文O

〇

~
o

i

—— —— 

゜

~
0
-

』
­

—— ——— —— —— 
二
半
一

：
人
―

去
：
入
―

—— 

入
＿
平
―

—— —— —— —— ——— —— 
ご
平
平
o
o
o
:

よ
去
五
殻
鴨
i

入
〇
箪
平
平

0
o
:

~• 
一
し
一

—— 

'

V

'

 

ご
炉
―

き
了
し
し
―

っ
一
ん
く
一

き
了
し
ゅ
―-

'

 

ー
『
ー
『

—— 

コ
v
-
々
-

棄
ご
仇
―

吉
ご
神
一

.. 

—— 

8

9

 
—— 

7

-

7

-

0

-

0

-

080．逐之 I ちくし I 徳平 入平 0 

----------------L--------- ―ー一塁＿—…-―-』―＿ _----------:-l],[」竺 l」]--1-------
三］芸：口霊|::し；；：·さに亨~;::lfi-f七平：11コロr~1t:
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被注記語 よみ 声 点

084．太諄辟

-----------
085．饂櫨然

091 ．大己貴

たいしゅんじ I 去平平
去0平

らいろぜん I 平平平 I 平平平
平平平双
平上平

たいきくゐ I 去上去
0上0

韻酔四声 1 釈 1 鴨「1、「]刷図 I 明 I 丹 I備考
去（平去）平 01 101010 

去上去

OI 1ー1ー10 

：：：：袋醤 ［；：：：しや1ょ；t··----1::去 [。II。1:「l l 「h二←去
::::鉱- [:::―いiーナんw1-~-------1::去 []  |ー-[]ー| 1:「[」←去
090篠 lせう 忙 」:!こ iー 
----------------•- ------------•-- ------—----<-----------___,_ -->ー一→一-_,_ -->ーー• -—→―――トーロトー―-----

OI I IOIOI IO 

゜王：l!モ戸 [::::Iェr:::::11:」← ミ11：［三［IJ:!卜←去
095，距輔
--------ｷ 
096．幸魂

097．奇魂

たうひ 去去

平
0
平
平

上
上
平
〇

> J
 

こス
ノ

ヵヽ

きこん 平
〇

平
平

せうれう I 平平

103．味相 びし

去去
•• ----
上平

平平

去双」．： I 去」こ
｛上／去｝上
0上

OIOIOI IO 

OI I IO 

゜ ゜--OI I IOIO 

゜

゜
゜

゜

098./it斜

巻二

-09-9：：一人------lfこーしー、・しーん ー］よ平夏ーー』三］7＿_ |:)-l l ] [] ]。['.―戸←去

平（平去） IOI IOIOIOI IO 

—— —— —— —— —— —— —— し—— —— 0

{

O

O

ｭ

l

ー
一

0-

— 
~
 

0

二
〕

0

:
 

—— 

:
 

0
 

:
 

ー
『

—-

0

:

 

0
 
0
 

:
 

.. —— —— 
『
一

0

:

 
0
 

0
:
 

—— —— 

一
上
一

-
、
’
/
-

一
去
一
~
入
ぼ
｛

入
一
上
平
―

』
』

—— —— —— —— 

一
双
双
~

百
が
双
工
上
上
―

了
人
徳
0

二
半
平
平
―

徳
入
一
上
上
上
孟
十
平
東
一

~• —— 
＿
ょ
＿

—— 
＿
じ
＿
一
ん
[

—— 

V
-
v

た
＿

—— 

ょ
一
ぼ
ん
一

し
了
と
て
一
-

|

'

 

—— —— —— —— —— —— 

＿
女
―

工
↑
探
―

植
一
杜
天
一,
.

 

0

-

l

2

-

0

-

0

0

-

ー
ー
ー

1
-

OI I I I I I I I 上←去
010 

01 IO 

104．苅 れつ 入 入

゜
-7 -
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被注記語 よみ 声 点 韻器四声 I 釈 I 鴨 I 弘 I 乾 I 嘉ぼlI 明 I 丹 I備考

105 磐裂

ｷ-------ｷ 
106．純津

ばんれつ I 平入
平徳
-----

けいしん 1 平平

平・人 OI lo| 。 |OI IO 

（平去）平 IOI IOIOIOI IO 

：：柴fjl 1[::ずし ；了畠 1(F平方）＋ :I I：0゚1゚ l:t~[去←平
：：：i：~ト|II• [::えv:':::::l;去j：—1ム） :[J~j;t~l:J~::::: 
111 ．（委文神 I わぶんしん I 平平平 平（平去）平

---------------—卜—•-----—• ----•こ｀塁塁・•--| ---ｷ • • ---• ----|9-l --| --Jー--い 1--『」--l 見見--
112．天磐座 てんはんざ I 平平上

東平上
0平上
0平〇

120．頗傾也

121 ．姻主

はけいや I 去平上
去平平
去平〇
--―ー・・ー・

さいしゆ I 平上
東？〇
平〇

平平去

平•上

゜ OI IO ゜

OI I 上←去

L
 

_
L
 

0

-

4
 

• 
ー

0

-

4
 
L
 

゜
~

上
）
一

（
去
』

ヒ
i＿
上
＿

7

-

(

ｭ

＂
「
『平
平
一

‘j 入
去

一

平
平
一

平
上
平
上
―

平
平
0
平
―

入
去
o
o
:, 

ょ
ょ
―

し
し
—

、
‘
ふ
し
一

お
ヘ
―

つ
い
[

り
さ
―

卜

在
―
渚
一
浮
一
於立

虚,1 
~
一

3
1
9
-

1 141三＿丘 ：：I：きう―--]皇一｀――-- ]去＿lL----_ 』o』』:』°-[]:[°-I--L ---
115食國 I べきこく I 入入 入入 01 101010 

｀｀玉……ー「］］｀＿＿ーー一言-------·_1 ー（ーぷ玉五五―:l]」□1」:L--L-------
i

i

{

 

—-i ——— ↓

L
'

し

s-

— 

——— L
L

ト

1-

— 

0

;

ｰ

:

 

O
:
 

——— 

0-

—— 

.

.

.

 

0

こ
]
二
3
-

''— 

0

言
ど
。
~

0

文
又
0

:
 

••• -C-

— 

——— 
-

.

.

 

〇

~
:
0
~

——— ___ 

‘,‘,——— 

―
二
半
一

平
＿
＿
＿

去
ー
一
）
•

(
-
-
g
、
『

平
｀

□
1
-

七
5
一
上
葎
~

—-. 
_

_

 

-

-

ｷ

ｷ

 

——— 
』
-
―

冒
」
四
＇

ー
っ
―
―
―

n

-

_

_

 

カ
―
—
ろ
ノ
·_

_

_

 

ん
一
了
ょ
―
、

ら
一
＞
一
き
一

ゎ
一
あ
一
う
一

V
 
;
か
了
か
一

―
―
ト

——— ___ ——— ——— 
-

ｷ

ｷ

 

——— 

降
＿
＿
＿

闇
｀
竺
胸
―

火
：
r
i
I
こ
仙
一

.. 

ー
←
一

7

-

8

-

9

-

-
』
­

ー
—
ー

5
1
-

賃上）平（上 ol I I I I 1ー1 I 虎丘
0101010 

OI IOIOIO 

゜ ゜] _2-2:]虹図一―-----lりを百―-----_ 1 児ぎ―-------_ j主主―--------_|＿竺 l_ _ j 9」＿竺 l竺j竺」←）＿1- --1-------
123齋庭 ［さいてい l平平 」 'F甲 Iーl lーlーlーlーlーI L 
ロー·----ｷ ---•• --------ｷ ｷｷ -ｷｷ ----------------------ｷ -·~“―▲•一___,_・・---------疇ヨ --. ------,---. ----一ロ・

：：］］］屈ー ［：うつい 1:~:---------1:——if - -:| 1-0[」。[]。ll 匹ヽ損
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被注記語 よみ 声 点 韻揖：四声 I 釈 I 鴨 I 弘 I 乾 I 嘉厄ii明 I 丹 l備考

ニ：［口1~t+:---f:ll□1。。1:rt 
128．喧響 ＜ゑんきやう I 平上 平上

~
 」

0

-

0

 

|

-

:

o

 

0

:

 

0
 

一゚~
゜

一

0
:
 

0
 

l
 

一

0
 

:
 0
 

平
一
入
：
平

上
二
平

一

双
一
平
平
一

双
双
平
一

入
入
双
平
~

双
双
入
0

二
半
東
〇

上
上
0
0

二
平
平
平

~
 

＿
っ
―

ょ
―つ—
ん

ゑ
こ
＾
）

ぐ
一
ん

ご
二
J

|

-

蝿
―
月
：
山
五
ヽ
,

-

0

 

2

-

3

 

1

ー
ー

ll:::起 ；力し：き ］巴喜 ［／上 OI I゚ 1゚~1゚ i:1-f 
133．可怜 かれい 平

平
上
0

上平

OI IOIOIOIOIO 

OI IOIOIO 
010 

] -3 -4 -. !]---------_lでし一‘--------_1 凹―---------_ j凹―-----------1＿竺 l _ -| 9」＿竺 l竺j_ _」 _?.1.--(-------
135．上國

聾~ •• - •· ••一ー・

136．赤女

しやうこく I 去入
去〇
----ｷ 

せきぢよ I 入土双

（去上）人

ｷ----
上入

゜

OIOIOI IO 

゜
—— —— i~ L

L

 

ー
』

—— L

L

 

1

-二
ど
。

—— 
―
二

3

ご
:
:
:
>
:
o

1
『

<90ー
一ニ
3
二
3

.. 
ー
『

—— 
1

.

 

0

ご
ど
。

—— 
―
-
‘
ー
'

——-'-—

-F 
-
[
去

入
―
-
(
□
謬

—— —— —— —— —— 
-

l

 

—— 
-
:
本

徳
ご
平
ご
平

入
一
上
二
平

-

.

 

—— 
一

9

—— 
＜
ー
一
＿
っ

—— こ
―
こ
は

ぅ
：
ろ
一
ぅ

□

口

——— ——— —— 
『
―
―

匂

——— 

虚

』
-

國
こ
霙
こ
跨

上
こ
師
こ
限

児
児
虚

140．凝駿鉤 ちがいこう I 平．l：去
0」：去
平上0

142，翌棠 へうしやう I 平上
平〇

平上（平去） IOI I I I IOIOI |※駿
010 

゜141 八十連属 I 尼：tふれん 1合合棗~ I人入平入 1ー1 lolo| 。 |010

平」... OI IOIOIO 
010 
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〈表 2 〉『日本書紀』人皇巻諸本被訓注字の声点一覧

被注記語 よみ 声 点 韻書四声 I釈岩□叫 I北門叫印備考
紀崎田需野田右閣

巻三

OOI]凹―― _ lつゐ---- - 1王 …ー」一平~---------J~l」」』`-~---~ --~ -----
—— 

上
一
[

•—— 去
―
―
-

'

4

 

0-

— 
-

L

 

—— 0
:
 

:
 

-

'

 

.

.

 

•—— 

.

1

 

0-

— 
1

ト

.. .. .. 
.

.

 

—— 
.
,
4
 

—— 
•
ヽ

〇
ご
〇
~

.. —— —— 

平
―
―

平
―
―.. 

ヒ

.. 

入
ご
半
~

ー
』

—— 
ｷ

ｷ

 

-

.

 

ｷ

ｷ

 

.-— 

平
平
-
_

—— 

平
平
―
―

去
去
―
―

入
0

二
半
一

—— 
t

ｭ

．
っ
•
-

と
-
_.. 

ス
ノ
・
・
.. 

ち
う
一
―

つ
ゆ
一
わ
一

い
き
：
く
一

ー
一

.. .. .. 
-

.

 

宮
―
―.. 
.

.

 

騰
―
.

主
―
―

t-— 

.

-

t

ｭ

-

{

 
ー
・

[
9
n
"
-

0
0
2応
｛004. Jji瑶告

005．茅淳

ゆうかう I 平去
平〇
----

ばうてい I 平双平

—— ——— —— 
3

-

_

_

 

—— ——— L

L

 

o

:

 

o
:
。

—— 

io
~

〇

—— 
a

-

—— 

0

二
3

二
〇

『
一
-

i

 

—— —— —— —— —— ——— —— 

0

言
）
言
）

ー
『

一

1

一
~

-— 旦
三
一
旦

—— —— —— —— 

_

_

 

—— 

去

o
:

:
 

賢
門
紅
竺
号

~• 
ー
一

—— —— —— 

_

_

 

ヽ

—— 

し

—— 

ん
了
さ
了
ん

ナ
―
ヽ
＿
ま

lu~-,> 

ふ

7
か
一
こ

_

-

—— 
』
-

—— —— —— —— 
”
-
7五

饂
詞
｀

：。密ir擾之 ［］：悶な斐え［芝工土言さらLI:'輩厨手上¥1Jl+I゚11 「oL
徳双 0 

01 1.削i惹

012．穿邑

さふれい 1 入平
0平
----ｷ 

せんいふ I 平入
平〇

017．排別

022．香山

はいへつ I 平入

きやうさん I 平平

平去

-----
平平

人平

0

ご
〕

（平去）人 IO 

~
工
~
~

——•-— 
一
一
去
―
―

'
し
・
―

.
L

0

ニ
ピ

o
:

:
 

_

_

 

-

L

 

.... 
0
二
0

ニ
。
―
―

———

4 

.

.

.

.

 

-

.

.

.

 

-

1

 

0

ニ
ビ

0

こ
ビ

.

.

 
-— 

ー
』

.. 

•-

.

.

 

-

.

.

.

 

—-.­
.

.

.

.

 

.

.

 

-

.
 

.

.

.

.

 

.... 
-

.

.

 

-

.

.

 

-

.

 

竺
0

ニ
ピ
？
一

.

.

.

 

———— .——— ~——— 
一
[
-
―

—— 

~
去
{
.
-

入
ご
竺
上
下
半
~

_

_

_

_

 

.

.

.

.

 

•-.­
.

-

.

ｭ

.

.

.

 

-

—-.­
.

.

 

-

.

 

.. 

ー
・

.. 

ー
―
―

工
ご
―
―

入
孟
f
こ
乞
平
~

'

'

'

 

.

.

.

.

 

.

.

.

.

 

.
 
‘.-. 
•
-
『
-
―l
>
 

ー
ー
・
・ニ
す
―
―
―

っ
一
ぃ
一
―
―

わ
了
わ
一
了
つ
一

v
:
v
:

じ
了
え
一

———— —-.-
-

.

.

 

-

-

.

.

 

-

-

.

.

.

 

『
-
.
­

『
-

.

.

 

-

.

.

.

 

_
_
_
_
 

ー

ー

1

_

_

 

_
 

-
A
-

桁
る
竺
爾
ご
謡
~

i
-
4
-
5
-
6
-

0
1
-
0
1
-
0
1
-
0
1
-

平入

゜

゜

゜
010 

OI IOIO 

OI IO 

゜
010 

OI IOIO 

::::I刊旅 ［｛りま：：よたん［;8:乍 I：平（平去） :t::tt:l~I: I:[]霊凪下
：：：門） t：'.)すゐ [-去 ］丁下去 l:~l:JJ::t~l ]゜t゜：

平平

゜
OI IOIO 
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02:皮；：~i手 1 へ:を: I 平：、点 し：需四声［］岩「］図「 I 勁日： I ： l備考
024巌翁 lげんをう 平双平 平去 〇

------------.... ---• ｷ • ---.... I 児翠竺―--• --j~-~·-····---.\_~l.. J.. J ___ l?l_. J竺 1＿竺•··-----
025骰呪紺 lげんじゆしよ平双去去 平去去 〇

- - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - l 旦竺考―------|--------------I-- -l _ _ j -_」--_l竺．- -•---•ー一卜—- -----
匹＿6:'.り置＿＿＿＿＿＿＿ lだり＿ビ:----_1 主主＿―― -----l ＿主主＿＿＿―― ---_|_9l_ _|___|___l竺 I-_l＿竺 I＿竺，――-----
027手袂 lしゅくゑつ l上入 j上入 iーl l | lー 
----------------• -------―ー・・・・ ・• ----------- ➔- ------------_,_ -->--. --_,_ --, --. --➔- --• --> -一―----

028．披 ひ 上

029．顕齋
---------
030岡象女

----------. 
031 ．稲魂女

033．葉盤

037丘岬

--------・038．坂下
-------•• • 
039．片居
-··—`~ •· •• --
040．片立

··一・ー·· ---

041 ．屯緊居

けんさい I 上平

上
ーー・

上平

ばうしやうぢ I 上双去上双 I 上上上
ょ
--
たうこんぢよ I 去平上双 I 上平上

032歴 ［あふ 愕 j入 lー 
----------------•- ------------1-------------<--------------1---f --l---1---•-—↓--」- --L ——•-------

えふはん 1 入平
徳平

きうかふ I 平入
平0

はか 上上

へんきよ I 去平
--ｷ 

へんりふ I 去入
去徳
----ｷ 

とんしうきよ I 平去平

入平

平入

去平
-----
去入

0
よ
已
0
よ
〕

゜

OI IOIO 

OI IOIO 
--

OI IOIOI 去←上

OI IOIOI 去←上

OI IOIO 

,'• ゜

~
0

o

:

 

0
 

一一

竺
〇一. 

ｷ
 

゜

~
0

国
｛
入

し
一
入

却
ぷ
i

平
二
半

,
'
’
、
`
(

一

一
双
双
双
〇

履
鱈

上
二
双
双
双
双

平
二
半
平
平
平

~
 

―
つ

―
じ'
V
 

か
：
そ

う
一
う

さ
こ
セ

『―
日

下
ご
迷

倉
こ
院

4
-
i
 

0
3
-
0
3
 

036．可美浜手 I かびしんし叫上上双平上 I 上上平上 IO 
上上双00

゜.I::.（上去） IO 
o

:

 

0
 平（平去）平 IO 

OI IO 

゜OI I IO 

゜--ｷ OI IOIO 
OI IOIO 

OI IOIO 

0101010 

042畝傍山 ：ぼっはっさん］員炉j上（平去）平—ol l l゚ll口

：：：二［：：:~I字：塁 1::{111 I Jtf ~· 
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被注記語 よみ 声 点

045．秀真國 しうしんこ< |去平入
去平徳
去平去

去：：四声 1釈「 I 前|図|『|兼 ra1備考

゜ OI IO 

巻四

ロ双1::-----11111 I-It• 
048．神饉 しんり

双

平
平
平

平
0
0

049棠酒
--------ｷ 
050．物賞

しやうしう I 上上
------
ぶつじつ 1 入双入

入入双
入双〇

平平

．f：上
-----
入入

゜

゜

0
こ
0
0

0
0

ご
3

::;it:~ : :t::とし： l了ふ I:]こ）平 :l::IJ::t tJ。[]::上
053 -t］，：~-···••:::きよ ］食書·-----』三＿＿＿＿――---ol | | l l』』~l巴叫
054．婆「せふ 徳 入 0 

巻六

王三ぞ二 ［さ：：そ1~; 1~: 量II ] I臼］]:~~: 
----ｷ 
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被注記語 よみ 声 点 韻醤四声 I 釈 I 岩 I 前 1 図 I 北 I 熱 I 兼 I 内 I備考
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被注記語 よみ 声 点 韻雷四声 I 釈 I 岩 I 前 1 図 I 北 I 熱 I 兼 I 内 I備考
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被注記語 よみ 声 点 韻書四声 I 釈 I 岩 I 前憚ii北 I 熱 I 兼 I 内 I備考
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12~ |け:た: I 去：』点 し：：書四声 1:1 岩 1 前 1 図 1 北 1 熱 1 兼『‘11 備考
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被注記語 よみ 声 点 韻啓四声 I 釈 I 岩 I 前 1 図 I 北 I 熱 I 兼 I 内 I備考

］竺＿失！だ＿ _ _ _ _ _ _l _し＿凸．＜―-わ―--ｷ --1 更皇＿――------l更竺＿ _ _——----1＿竺 l ―←l --J---l _ _ l --」竺l竺'...ｷ-ｷ-
173朱烏

巻三十

］竺夏＿ ＿------一＂［四こ―-ｷ -----1 凹＿ ＿---------」竺----------」竺トー “4 ---l--—卜——+--→～ー一,--->-------

しゅてう I 平上 平上

175．魚 ぎよ 双
？

平
平 r
 

i
、
l

゜

゜

゜
010 

・虫損

厳阿写。熱田神宮蔵。

〇兼右本……巻 3 ~30 の 28 巻 (28 冊）が現存する。天文 9(1540) 年、吉田兼右写。

天理大学附属図書館蔵。

0内閣文庫本……巻 l ~30 の 30 巻 (10 冊）が現存する。慶長頃写。国立公文書館

蔵。

0釈日本紀… •••28 巻。 卜部懐賢（兼方）編著。文永 11 ～正安 3 (1274~1301) 

に成立。尊経閣文庫蔵。

諸本のより詳しい書誌・依拠した文献等については、巻諸本は鈴木豊 (1988) を、

人皇巻諸本は鈴木豊 (2003) を参照していただきたい。『釈日本紀』は前田育徳会

尊経閣文庫編『釈日本紀(-)』『同（二）』『同（三）』（2003-2004, 八木書店〔尊経

閣善本影印集成 27-29〕）によった。

〈表 l 〉〈表 2〉の各項目は以下の作業方針に従っている。

【被訓注語】…被訓注字のうち声点注記のある語の全てを見出しとした。なお

若干の訓注をもたない漢音読語を含むが、その場合は備考欄に（外）と記した。

［よみ】••漢音の歴史的仮名遣いを示した。

【声点】••平声・上声・去声・入声•平声軽＝東・入声軽＝徳の六種を区別し

た。なお軽点についてはその注記位置によった。明らかに注記位置の誤りで

あると考えられるものも注記位置が平声と異なる場合は東・徳と表示した。

濁音表示の双点は声調に続けて「双」字を付して示した。たとえば「平双」

は平声点が双点であることを示す。一字に二声点が注記されている場合は（平／

去｝のように示した（平声点と去声点の注記）。

［韻書匹l声J…韻書の声調を「平」・「上」・「去」・「入」の文字で示した。韻書

において同一字義で二声調をもつ字は（ ）内に二声調を入れてそれを示し

た。たとえば（平上）は韻書において平声と上声をもつことを示す。なお韻書

の四声と異なる場合に、「声点←韻書」の形でそれを示した。たとえば「上
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←去」は声点が上声、韻書の四声が去声であることを示す。

【備考】…被訓注字以外の字、韻書の四声とことなる声点注記の他に、虫損に

より声点注記の有無の認定が行いにくい場合に限り「虫損」と注記した。

〈表 1 〉〈表 2〉は『日本書紀』被訓注字の大部分を含むが表に含まれない被訓

注字もある。以下にその全例を示す。

巻 I (I) 日本此云耶麻騰、 (2) 麓此云簸耶磨、 (3) 左縄端出斯梨倶梅｛難波

巻 8 (4) 洞此云久岐、 (5) 上古時俗琥鞘謂褒武多

巻 13 (6) 盟紳探湯此云砥詞胞智

巻 15 (7) 鹿父人名也俗呼父為桐

巻 17 (8) 中此云那、 (9) 開此云波羅企、 (10) 海中島曲碕岸也俗云美佐祁

巻 19 (I I) 堅甕此云岐抱志

巻 24 (12) 谷此云波佐麻

巻 25 (13) 兄此云制

巻 29 (14) 次此云須岐也

以上全 14 箇所の被訓注字に声点注記がないが、それらはやや後半の巻に偏在し

ているようでもあるが、巻ー・巻八にも無注記箇所があり、その分布に特別な意

味を見出すことはできない。またこれら 14 箇所の被訓注字の字音は全体として

易しいものが多いようである。声点を注記するまでもなかったために無注記であ

るという可能性はあるだろう。『日本書紀』声点本諸本と比較すると『釈日本紀』

にはより多くの被訓注字に声点が注記されている。しかし被訓注字のすべてに声

点が注記されているわけではない。上記 14 箇所のうち (2) (3) (4) (6) (9) (12) (14) 

は「注音」として掲出されているが訓読されていて声点注記がなく、その他は「注

音」に掲出されていない。このことから『釈日本紀』はそれまでの『日本書紀』

研究をよく集成したが、被訓注字の声点の声点に関しては、新たに声点を加える

ことまでは行わなかったと考えられよう。

[3]考察

[3. 1]諸本巻の異同

〈表 l 〉からまず鴨脚本に声点注記がないこと、弘安本・乾元本・嘉暦本・明徳

本・釈日本紀に多数の声点注記があること、図書寮本・丹鶴本には少数の声点注

記があることが知られる。同様に〈表 2〉にからは前田本・図書寮本に頂点注記

がないこと、釈日本紀・北野本・兼右本・内閣文庫本には多数の声点注記がある

こと、岩崎本には 3 箇所、熱田本には 1 箇所の声点注記があることが知られる。
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声点注記のまったく見られない鴨脚本・前田本・図書寮本はいずれも古本系に属

する本文をもつ本であり、多数の声点注記が見られる卜部系の諸本とは大きく異

なる。

〈表 3〉は『日本書紀』声点本諸本の声点注記語数を資料ごとに示したものであ

る。まず資料全体での声点注記語数を示し、次にそのうちの双点（アクセント表

示機能をもつ）注記語数と濁点（アクセント表示機能をもたない）注記語数を示

した。さらに表の項目のうち「字音」は被訓注字の声点注記語数を示し、「双点」

「軽点」は被訓注字の声点中の双点および軽点（平声軽点と入声軽点）の注記語

数を示した。例数は〈表 l〉〈表 2〉に基づいて算出した。

〈表 3〉『日本書紀』諸本の声点注記語数

資料名 書写年 声点注記のある巻 声点 双点 濁点 子一→エ日エ 双点 軽点

鴨脚本 1236 2 320 2 

゜ ゜ ゜ ゜弘安本 1286 Iｷ 2 1120 14 

゜
125 

゜
8 

乾元本 1303 1 • 2 1520 20 I 128 11 , 
嘉暦本 1328 1 • 2 1120 42 

゜
117 15 4 

代図）書寮本（神 南北朝頃 2 160 IO 

゜
22 

゜
2 

明徳本 1391 Iｷ 2 820 72 

゜
109 13 2 

丹鶴本 1306 I • 2 10 I 

゜
3 I 

゜釈代）日本紀（神 1300 頃成 巻二（注音） 127 15 16 
立

岩崎本 平安中期 22 • 24 550 

゜ ゜
3 

゜ ゜末

前田本 平安後期 11 • 14 • 17 • 20 3350 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜代図）害寮本（人 院政期頃 12~17 • 21 • 24 2200 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
北野本（］ ~ 院政～室 3 • 6 • 9 • I 7~  2100 81 

゜
54 8 

゜4 類） 町 21 • 24 

熱田本 I 3 7 5~  1 ~10 • 12~15 1650 4 

゜
I I 

゜1377 

兼右本 1540 3 ~30 6350 100 68 103 23 

゜内閣文庫本 慶長頃 (I • 2) • 3~30 5790 200 7 116 23 

゜釈日本紀（人 1300 頃成 巻二（注音） 170 58 16 
代） 立
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諸本残存巻と声点注記のある巻には多寡があり一様ではないが、被訓注字に注

記された声点に関しては、神代巻では鴨脚本、人皇巻では前田本・図書寮本に被

訓注字に対する声点注記が見られず、古本系諸本には声点注記がまったくないあ

るいは少数であるのに対して卜部本系の諸本には多数の声点注記がある見なすこ

とができよう。次に声点注記のある資料についてみたとき、諸本間で声点注記に

異同がある場合でも、すべての被訓注字に注記するか一部の文字に注記するかの

違い、濁音を示す双点注記があるかないかの違い、平声点と平声軽点あるいは入

声点と入声軽点との違いが大部分を占めており、声点の注記位置が大きく異なっ

ていることはない。このことから諸本の被訓注字の声点は同一系統であると結論

づけられよう。濁音表示のための双点は差声当初は存在せず、後のある段階で加

えられたものである。

[3.2]韻書の四声と合致しない声点注記

韻書四声との比較。機械的な差声か。六声体系だったか。韻書と異なる例の解

釈。書記訓読史上の被訓注字の声点。漢風誼号の声点。

韻書の四声と合致しない声点注記がある例は〈表 l〉では通しNo. 59 • 76 • 87 • 89 

• 92 • 99 • I 03 • I 07 • 112 • 120 の 10 例、〈表 2〉では通しNo. 2 • 15 • 19 • 30 • 31 

• 51 • 84 • 110 • 146 • 150 • 157 • 161 • 163 • 167 の 14 例である。これらについて

より具体的に示せば以下のようになる。

①韻書の去声字に対して上声の声点注記がある例…〈表 l 〉 No. 76 • 89 • 92 • 99 

• 103 • 112 の 6 例、〈表 2〉 No. 150 • 163 • 167 の 3 例。

②韻書の上声字に対して去声の声点注記がある例…〈表 l 〉 No. 59 の 1 例、〈表 2〉

No. 2 • 15 • 30 • 31 • 110 • 161 の 6 例。

③韻書の去声字に対して平声の声点注記がある例・・・〈表 1 〉 No. 87 の 1 例、〈表 2〉

No. 84 の 1 例。

④韻書の平声字に対して去声の声点注記がある例…〈表 1 〉 No. 107 の 1 例、〈表 2〉

No. 19 の 1 例。

⑤韻書の上声字に対して平声の声点注記がある例…〈表 2〉 No. 51 • 146 の 2 例。

⑥韻書の（平上）声字に対して去声の声点注記がある例...〈表 1 〉 No. 120 の 1 例。

⑦韻書の（去上）声字に対して平声の声点注記がある例…〈表 2〉 No. 157 の 1 例。

以上全 23 例のうち①去→上が合計 9 例、②上→去が合計 7 例であり、韻書と声

点の四声が異なる例のうち去声と上声間の相違となっているものが 16 例をを占

めている。理由として (I) 移転の際の誤写、 (2) 講師の音読した声調の誤った聞き

取り、 (3) 中国語における全濁上声字の去声化を反映、（4) 日本語における一音節

去声字の上声化の反映（佐々木勇 (1987) などを参照されたい）等が考えられよう。
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上記①韻書の去声字に対して上声の声点注記がある字を示すと「具」「地」「棄」

「大」「味」「座」「味」「賂」「忌」、また②韻書の上声字に対して去声の声点注記

がある字を示すと「咀」「柱」「爾」「象」「稲」「牡」「後」となる。（3) (4) に該当

しそうな字もあるが、例数が少なく、一定の傾向を読み取ることは難しそうであ

る。ここでは上声と去声間において韻書の四声を逸脱する声点注記がなされやす

かったのだろうと推定するに留めておく。

[3.3] 差声方式

現存する『日本書紀』声点本諸本には漢音声点にはその位置が〈東〉あるいは

〈徳〉に相当するものが存在する。 しかしそのすべてが実際に平軽点あるいは入

声軽点を表しているわけではなく、一部の声点は単に注記位置が不正確であるた

めに見かけ上の〈東〉〈徳〉点であるにすぎない。被訓注字の声点が本来は六声

体系で、平声軽と平声重の位置を厳密に区別していた可能性はあるが、岩崎本を

除くと現存諸本では声点の注記位置は厳密とはいいがたい。ただし〈表 l 〉 No. 003 

• 010 • 107 などのように複数の資料で揃って軽点注記が見られる例があり、これ

らは本来の軽点注記を今に伝えている可能性がある。

一方、岩崎本の声点注記位置は正確で、平声点と平声軽点、入声点と入声軽点

とが厳密に注記し分けられている（鈴木豊 (2008) 参照）。岩崎本の被訓注字声点

は巻 24 のわずか 3 例にとどまるが、そのうちの〈表 2〉 No. 143 「曼椒〈0東〉」

の例から岩崎本被訓注字声点の差声方式は六声体系であったことが知られる。築

島裕・石塚晴通 (1978) ではこの箇所〈平平〉の認定であるが、声点の位置は「椒」

字の第三画末端に位置している。岩崎本の平声点は木偏をもつ仮名の第二画末端

に注記されているので、 No. 143 の「椒J字に注記されている声点は平声軽点と認

定して問題ないだろう。軽点が注記されていることは被訓注字の声点が韻書だけ

に基づいた機械的な注記ではなく、実際の漢音声調に基づくか漢音声調の軽点の

知識をもつ者によって注記されていること示している。兼右本・釈日本紀の声点

注記は「曼」字に声点がないことから、おそらくは本来の〈0東〉を〈0平〉で

写したものと考えられる。岩崎本以外の諸本では神代巻諸本・人皇巻諸本いずれ

も軽点の注記位置が不正確であり、移点者が軽点の意味を正確に理解していたと

は考えられない。

[3.4]声点の注記時期

『日本書紀』諸本に注記されている声点は日本紀講書と密接な関係をもつ。ま

た講書が行われなくなってからは卜部家や神祇伯家を中心として書記研究が行わ

れ、声点も他の訓点と同様に移点され研究の対象として扱われた。成立から長期

にわたって研究対象となってきた『日本書紀』であるが、被訓注字に注記された
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声点はいつ誰の手によって注記されたものだろうか。

鈴木豊 (2005) において『弘仁私記』序の「以丹点明軽重」は万葉仮名の和訓に

声点を施した証拠と見なしうることを論じた。講書においては声に出して読むこ

とが重要であり、それによって師説（講書を司る博士の説）は伝授されたのであ

る。博士・尚復は被訓注字も漢音四声を伴って音読したはずである。そのために

声点が差され、また講書を通じてその声調が筆録され伝授されていっただろう。

このように被訓注字に声点を注記することは講書を通じて始まったと考えられる

が、現存する『日本紀私記』の記事に被訓注字の声調を問題とするものはない。

しかし [3.3] で考察したように、岩崎本に平声軽点注記が存在することから、単に

韻書の枠組みによって機械的に声点を注記したのではないことが知られる。講書

を通じて、おそらくは難読字から、被訓注字に声点が注記されていったのだろう。

[3.5]岩崎本の価値・重要性

岩崎本の声点は他の『日本書紀』声点本と比較したとき、声点の注記位置が正

確であるという点において隔絶した価値をもつ。残存巻が二巻に過ぎないことや

傍訓に声点注記がないことなどにおいては前田本・図書寮本等に見られる大量の

声点注記資料に劣るが、その質において他の資料の追随を許さない。その声点の

質の高さは軽点の意味を理解した移点者により平声点と平声軽点が、また入声点

と入声軽点とが識別できるように注意深く記されていることによって保証されて

いる。他の資料では両者の注記位置が曖昧になっているか、全く区別されていな

い。岩崎本において被訓注字の声点は巻 24 の三箇所のみであるが、そこから岩

崎本が書写された（声点が移点された）平安時代中期末当時、 (I) 被訓注字の声

点が注記されていた、 (2) 声点注記のない被訓注字も存在した、 (3) 被訓注字の声

点の中に軽点が存在した、 (4) 被訓注字の声点に双点注記はなかったことが知ら

れるのである。特に軽点の有無については [3.3] で見たように、その注記位置が正

確であることによりわずか 1 例の注記でもその存在を確定することが可能となる

のである。岩崎本の声点について詳しくは鈴木豊 (2008) を参照していただきたい。

[3.6]漢風謡号の声点

〈表 4〉は漢風陰号に注記された声点を各資料の異同を一覧できるように整理

したものである。諸本の略称は〈表 1 〉〈表 2〉に同じ。被訓注字声点の考察を補

足する資料である。備考欄に記した呉音・漢音は謡号に注記されている声点によ

って判定したものである。岩崎本・前田本・図書寮本に声点注記がまったくない

のに対して、釈日本紀・兼右本・内閣文庫本ではほとんどの漢風謡号に声点注記

が見られる。兼右本では双点注記が見られないのに対し釈日本紀と内閣文庫本で

は多数の双点注記が見られる。被訓注字の声点では兼右本でも双点注記が一般的
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〈表 4〉『日本書紀』人皇巻諸本漢風誼号の声点一覧

誼号 よみ 巻 声点 韻書声調 釈 岩 一月IJ 図 北 熱 兼 内 備考
紀 崎 田書 野 田右 閣

01 ．神武天皇 じんむてんわう 3 去平去上 平上平平

゜ ゜
呉音

去双平去上

゜ ゜02．鞍靖天皇 すいぜいてんわう 平平00 平（上去）

゜4 平平双00

゜ ゜
? 

0平00

゜03．安寧天皇 あんねいてんわう 4 平平00 平平

゜ ゜ ゜
漢音

04．焚徳天皇 いとくてんわう 4 平入00 去入

゜ ゜
? 

平去00

゜05．孝 II召天皇 かうせうてんわう 4 去平00 去平

゜ ゜
漢音

06孝安天皇 かうあんてんわう 4 去平00 去平

゜
漢音

07．孝霊天皇 かうれいてんわう 4 去平00 去平

゜ ゜ ゜
漢音

08．孝元天駐 かうぐゑんてんわ 4 去平00 去平

゜
漢音

う 去平双00

゜ ゜09．開化天皇 かいくわてんわう 4 平上00 平去

゜ ゜ ゜
漢音か

10．崇神天皇 しうじんてんわう 5 平去00 平平

゜
漢音か

平去双00

゜ ゜II ．垂仁天皇 すいにんてんわう 6 平平00 平平

゜ ゜
漢音か

0平00

゜12．屎行天皇 けいかうてんわう 7 上平00 上（平去）

゜ ゜ ゜
漢音

13．成務天皇 せいむてんわう 7 去平00 平（去上）

゜
呉音か

去双平00

゜ ゜14．仲哀天皇 ちうあいてんわう 8 去平00 去平

゜ ゜ ゜
漢音

15．神功皇后 じんぐうくわうご 去双上双平双去双 平平

゜
呉音

う 去双去双平去

゜ ゜9 去双000

゜16．應神天皇 おうじんてんわう 10 平去00 （去平）平

゜
呉音か

平去双00

゜ ゜平双去双00

゜17．仁徳天皇 にんとくてんわう 11 平入00 平入

゜ ゜ ゜ ゜
呉音か

18．履中天皇 りちうてんわう 12 平」：00 上（平去）

゜
0 ? 

」•••1:00

゜19．反 1E天皇 はんぜいてんわう 12 平平00 （上平）（去平）

゜
漢音

平平双00

゜ ゜
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謀号 よみ 巻 声点 韻書声調 釈 岩 月~l．I 図 北 熱 兼 内 備考
紀 崎 田 書 野 田 右 閣

20．允恭天皇 いんぎようてんわ 13 上上00 ヒ上

゜
漢音か

う 上上双00

゜ ゜21 ，安康天皇 あんかうてんわう 13 平平00 平平

゜ ゜ ゜
泄音

22．雄略天皇 いうりやくてんわ 14 0入00 平入

゜ ゜
漢音

う

23./青痰天阜 せいねいてんわう 15 平平00 平平

゜ ゜
漢音

24.顕宗天皇 けんぞうてんわう 15 平平双 J:平

゜
呉音か

25．仁賢天皇 にんけんてんわう 15 平双平 平平

゜
凍音

26武烈天皇 ぶれつてんわう 16 上徳00 上入

゜
渡音

上双入

゜27．継体天皇 けいたいてんわう 17 平平00 去上

゜ ゜
呉音か

28，安閑天皇 あんかんてんわう 18 平平00 平平

゜ ゜ ゜
漢音

29．宣化天皇 せんくわてんわう 19 声点なし 平去

゜ ゜
＊漢音

30．欽明天皇 きんめいてんわう 19 平平00 平•平

゜ ゜ ゜
淡音

31 ．敏達天皇 びたつてんわう 20 上去00 上入

゜
嘆音

上双入双00

゜32．川明天皇 ようめいてんわう 21 去平00 去平

゜ ゜ ゜
漢音

33．崇峻天皇 すしゅんてんわう 21 平去00 平去

゜
漢音

平去双00

゜ ゜34．推古天皇 すいこてんわう 22 平上00 平上

゜
漢音

35．舒明天皇 じよめいてんわう 23 平平00 平平

゜
渡音

36．皇極天皇 くわうぎよくてん 24 去入00 平入

゜ ゜
? 

わう 去入双00

゜37．孝徳天皇 かうとくてんわう 25 去入00 去入

゜ ゜
漢音

38．斉明天皇 さいめいてんわう 26 平平00 il •E 平

゜
嘆音

39．天智天皇 てんちてんわう 27 去平00 平去

゜
呉音

去平双00

゜ ゜40．天武天墾 てんむてんわう 28 去平00 平上

゜
00  去1':9 土回

41 ．天武天皇 てんむてんわう 29 声点なし 平上

42．持統天阜 ぢとうてんわう 30 士．．L-.00 平（去上）

゜
9IF士’．立日

上双上双00

゜ ゜
-25-

アクセント史資料研究会『論集』V（2009.09）



であったことをのぞけば被訓注字と漢風訟号に注記された諸本の声点の状況はほ

ぼ一致しているといえよう。

漢風論号の声点には明らかに漢音声調を反映しているもの、呉音声調を反映し

ていると考えられるもの、漢音・呉音のいずれの声調を反映しているかすぐには

決定できないものがある。被訓注字の声点が例外なく漢音声調を反映している点

で事情は異なる。漢風誼号がどのようにして成立したかについても確実な記録は

存在せず、『釈日本紀』に引かれている私記にある淡海三船撰の記事を元に成立

事情が推定されている。これに関しては坂本太郎 (1932) などをはじめとする研究

がある。また漢風溢号がどのように読まれてきたのかについても、それを明らか

にすることは難しい。漢風盆号に注記された声点は各種読み癖注記などとともに、

その実際の「よみ」を知るための証拠となるだろう。たとえば〈表 4〉 No. 15 は神

功皇后に熱田本で〈去双上双平双去双〉の声点注記があり、「じんぐうぐわうご

う」のよみがあったこと、 No.42 持統天皇の内閣文庫本の声点は〈上双上双00〉

であり、「ぢどう」のよみがあったことなどが知られるのである。

[4] おわりに

現存『日本書紀』声点本中に見られる被訓注字に注記された声点は韻書の枠組

みに一致するものであり、諸本間の異同も少ないことからおそらくそれらの声点

は同一系統に属するものである。岩崎本の注記例より、本来は平声・入声の軽重

を区別し、清濁を区別しない単点のみの注記だったことが知られる。

『日本書紀』被訓注字の声点および漢風盆号の声点の検討を通じて、資料ごと

に注記の有無や多寡があることが明らかになったが、それはどのような理由によ

るのだろうか。小論の考察を踏まえて以下に『日本書紀』声点本の成立事情につ

いて推測を試みたい。『日本書紀』声点本は講書の成果の蓄積そのものであると

いえる。 七度の講書を通じて、講義を行う博士によって、あるいは講義に参加し

た者によって『日本紀私記』が作成された。それらの私記に記された万葉仮名訓

は片仮名訓に改められ、書紀本文に傍訓として声点とともに移された。概略この

ような過程を経て『日本書紀』声点本は生まれたと考えられる。鴨脚本・岩崎本

•前田本・図書寮本等の古本系統の声点本は声点本が生まれた頃の姿を比較的よ

く残しているといえよう。それに対して卜部本系統の諸本や釈日本紀の声点はす

でに存在した声点本の声点を集成したものと考えられる。康保の講書が中断した

まま再開されなかったことはすでに書紀学が衰退していたことをうかがわせ、講

害の成果が訓点本の形で完成するとますますその傾向は強まっただろう。 卜部系
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の『日本書紀』諸本や『釈日本紀』において軽点の位置が曖昧になっていること

にそのことが顕著である。
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